
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」の
作
者
、
新
美
南

吉
は
、
愛
知
県
半
田
市
出
身
で
あ
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
南
吉
は
、
安
城
に
も
ゆ
か
り

の
深
い
人
物
で
す
。
南
吉
の
生
誕
１００

年
を
迎
え
る
平
成

年
を
前
に
、
安

２５

城
と
南
吉
の
関
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

広報あんじょう 2012.4.1 俄

安城高等女学校（安城高等学校
の前身）で撮影された新美南吉。
手にしているのは都築弥厚の伝
記「弥厚翁」。

生
い
立
ち

南
吉
（
本
名
正

し
ょ
う

八
）
は
、
大
正
２

は
ち

（
１
９
１
３
）
年
７
月

日
、
愛
知
県

３０

知
多
郡
半
田
町
（
現
半
田
市
）で
生
ま

れ
ま
し
た
。
４
歳
で
母
を
亡
く
し
、

８
歳
で
家
族
と
別
れ
て
、
母
方
の
実

家
「
新
美
家
」の
養
子
に
入
る
な
ど
、

複
雑
な
少
年
時
代
を
送
り
ま
す
。
こ

の
頃
の
孤
独
や
母
の
ぬ
く
も
り
へ
の

憧
れ
は
、
後
の
作
品
の
中
に
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
新
美
南
吉
」誕
生

南
吉
は
、
半
田
中
学
校
（
現
半
田

高
校
）
２
年
の
頃
に
は
創
作
活
動
を

始
め
、
童
謡
や
詩
を
雑
誌
に
投
稿
し

て
い
ま
し
た
。

歳
の
頃
か
ら
、
若
手
作
家
の
登

１８
竜
門
で
あ
り
、
日
本
を
代
表
す
る
児

童
雑
誌
の
『
赤
い
鳥
』に
作
品
を
投
稿

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
昭
和
６
年

５
月
号
に
童
謡
「
窓
」
が
初
入
選
、
以

後
次
々
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
代
表
作

「
ご
ん
狐
」も
、
昭
和
７
年
１
月
号
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

頃
か
ら
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
南
吉
」
が
定
着

し
て
い
き
ま
す
。

昭
和
７
年
、
東
京
外
国
語
学
校
英

語
部
文
科
に
入
学
。
東
京
で
は
、『
赤

い
鳥
』
を
通
じ
て
、
巽
た
つ
み

聖
歌
や
与
田

せ
い

か

じ
ゅ
ん

一
、
江
口
榛
一
な
ど
と
の
出
会
い

い
ち

し
ん
い
ち

が
あ
り
ま
し
た
。
彼
ら
と
の
交
流
を

通
じ
て
、「
新
美
南
吉
」の
名
は
、
児

童
文
学
の
世
界
で
徐
々
に
認
め
ら
れ

て
い
き
ま
す
。

安
城
高
等
女
学
校
へ

順
調
に
み
え
た
東
京
生
活
で
す
が
、

昭
和

年
、
体
調
を
崩
し
帰
郷
す
る

１１

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
会
社

勤
め
を
し
ま
す
が
肌
に
あ
わ
ず
、
ま

た
、
経
済
的
に
も
苦
し
か
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
ん
な
中
、
中
学
時
代
の
恩
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「
ご
ん
狐
」が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌

『
赤
い
鳥
』昭
和
７
年
１
月
号

当
時
の
教
え
子
に
聞
く
、
新

美
先
生
は
こ
ん
な
人

角
岡
美
代
子
さ
ん（

回
生
・

み

よ

こ

１９

大
岡
町
出
身
）

新
美
先
生
に
は
４
年
間
担
任
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
の
授

業
で
一
番
印
象
深
い
の
は
、
詩
の

こ
と
で
し
た
。
１
年
生
で
は
自
由

詩
を
、
２
年
生
で
は
叙
情
詩
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
頃

私
は
、
常
に
詩
の
こ
と
を
考
え
、

た
く
さ
ん
詩
を
作
っ
て
い
ま
し
た

ね
。
先
生
が
黒
板
に
ご
自
身
の
詩

を
書
か
れ
た
ら
、
消
さ
れ
る
前
に

一
生
懸
命
書
き
写
し
た
も
の
で
す
。

通
勤
時
の
先
生
は
、
時
に
中
折

帽
を
か
ぶ
っ
て
ス
テ
ッ
キ
を
持
ち
、

片
手
に
は
い
つ
も
文
庫
本
を
お
持

ち
で
し
た
。「
先
生
は
ど
ん
な
本
を

読
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
」と
、

そ
っ
と
本
の
表
紙
を
見
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
た
い
て
い
は
岩
波
の

文
庫
本
で
し
た
が
、
あ
る
日
、
い

つ
も
と
様
子
の
違
う
本
が
。
何
か

と
思
っ
た
ら
、
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫

記
で
し
た
。

先
生
は
と
て
も
筆
ま
め
で
、
手

紙
を
出
す
と
必
ず
返
信
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
時
、
日
記
を
先
生

に
提
出
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

返
事
に
は
、
日
記
に
書
い
た
文
章

を
引
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
私
が
卒
業
を
迎
え
た
時
、
色

紙
を
先
生
に
持
っ
て
い
っ
た
ら
、

私
に
向
け
て
詩
を
書
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
と
て
も
大
切
な
思
い

出
で
す
。
今
で
も
先
生
の
手
紙
や

色
紙
は
全
部
保
存
し
、
大
事
に
し

て
い
ま
す
よ
。

角
岡
さ
ん
に
寄
せ
ら
れ
た
色
紙
。

色
紙
に
は
、
南
吉
の
詩
が
し
た
た
め

ら
れ
て
い
る
。

校
庭
の
池
で
同
級
生
と（
右
か
ら

２
人
目
が
角
岡
さ
ん
）



師
の
尽
力
に
よ
り
、
安
城
高
等
女
学

校
の
教
員
に
な
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

す
。

歳
の
と
き
で
す
。

２５
南
吉
は
、
英
語
・
国
語
・
農
業
を

教
え
る
ほ
か
、
着
任
と
同
年
に
入
学

し
た

回
生
の
学
年
担
任
に
な
り
ま

１９

す
。
彼
女
た
ち
を
、
卒
業
ま
で
の
４

年
間
担
任
し
、
最
も
親
密
な
交
流
が

あ
り
ま
し
た
。

教
師
と
し
て
の
南
吉
は
、
特
に
、

作
文
や
詩
の
指
導
を
熱
心
に
し
て
い

ま
し
た
。
生
徒
に
作
文
を
書
か
せ
、

そ
れ
を
丁
寧
に
添
削
し
、
優
れ
た
作

品
は
授
業
で
読
み
上
げ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
か
ら
提
出

さ
れ
た
日
記
も
丹
念
に
読
み
、
言
葉

を
書
き
添
え
て
い
ま
す
。
南
吉
自
身

も
、
生
徒
と
の
交
流
か
ら
刺
激
を
受

け
、
創
作
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

安
城
時
代
の
執
筆
活
動

安
城
高
等
女
学
校
に
赴
任
し
た
翌

年
、
東
京
外
国
語
学
校
時
代
の
友
人

で
、
新
聞
記
者
の
江
口
榛
一
か
ら
の

原
稿
依
頼
を
き
っ
か
け
に
「
最
後
の

胡
弓
弾
き
」な
ど
、
次
々
に
作
品
を

執
筆
し
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
昭
和

年
に
初

１６

の
単
行
本
『
良
寛
物
語

手
毬
と
鉢

の
子
』
が
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
は
、

童
話
集
『
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』
が

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

安
城
と
新
美
南
吉

南
吉
は
昭
和

年
３
月

日
、
喉

１８

２２

頭
結
核
で
亡
く
な
り
ま
す
。

歳
と

２９

７
カ
月
で
し
た
。
昭
和

年
、
南
吉

２３

を
し
の
ん
だ
元
同
僚
や
教
え
子
た
ち

に
よ
っ
て
、
安
城
高
等
女
学
校
の
中

庭
に
南
吉
の
詩
が
刻
ま
れ
た
「
で
で

む
し
詩
碑
」

が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
南

吉
の
顕
彰
碑

第
１
号
で
す
。

安
城
高
等

女
学
校
教
員

と
い
う
社
会

的
地
位
を
得

て
経
済
的
に

安
定
し
、
教
え
子
と
の
交
流
を
通
し

て
、
精
神
的
に
も
充
実
し
て
い
た

「
安
城
時
代
」の
５
年
間
は
、
新
美
南

吉
が
最
も
輝
い
た
時
期
と
い
え
る
の

で
す
。

広報あんじょう 2012.4.1 我

南
吉
初
の
童
話
集『
お
ぢ
い
さ
ん
の

ラ
ン
プ
』

で
で
む
し
詩
碑

市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
再
発
見
・
新
美
南
吉
」

近
年
、
ほ
か
の
地
域
か
ら
安
城

に
移
り
住
ん
で
き
た
人
が
増
え
た

こ
と
に
伴
い
、
南
吉
と
安
城
の
つ

な
が
り
を
知
ら
な
い
人
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
来
年
の
南
吉
の
生
誕

年
を
機
に
、
今
一
度
、
南
吉
の

１００安
城
で
の
足
跡
を
皆
さ
ん
に
再
発

見
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

体
が
弱
く
、
不
遇
な
環
境
も
あ

り
、
複
雑
な
幼
少
期
で
あ
っ
た
南

吉
。
女
学
校
教
師
と
し
て
過
ご
し

た
安
城
時
代
は
、
人
生
で
最
も
充

実
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と
聞
き
ま

す
。
そ
ん
な
輝
い
た
時
代
の
実
像

を
何
と
か
伝
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
思

案
し
ま
し
た
。

一
番
重
要
な
の
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
を
始

め
、
多
く
の
皆
さ
ん

が
、
南
吉
自
身
や
童

話
に
興
味
を
持
っ
て
、

南
吉
の
世
界
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
事
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
こ

か
ら
浮
か
ん
だ
の
が
、

南
吉
に
ち
な
ん
だ
ま

ち
づ
く
り
で
し
た
。

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
は
、
全
国
の
子

ど
も
た
ち
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

南
吉
童
話
は
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
南
吉
童
話
を
読
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
南
吉

が
安
城
に
と
て
も
ゆ
か
り
の
あ
る

人
だ
と
気
づ
い
て
も
ら
え
れ
ば
、

こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

今
後
は
、
全
国
的
に
知
名
度
の

高
い
新
美
南
吉
が
、
実
は
安
城
に

大
変
ゆ
か
り
の
深
い
人
な
ん
だ
と

再
認
識
で
き
る
、
意
義
あ
る
イ
ベ

ン
ト
・
ま
ち
づ
く
り
を
実
行
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

サ
ル
ビ
ー
が
新
美
南
吉
バ
ー
ジ

ョ
ン
に
変
身
！

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」や
「
手
ぶ
く
ろ
を

買
い
に
」な
ど
、
新
美
南
吉
の
代
表

作
品
に
登
場
す
る
キ
ツ
ネ
を
イ
メ
ー

ジ
。
胸
に
は
、
旧
安
城
高
等
女
学
校

の
教
え
子
た
ち
が
建
て
た
「
で
で
む

し
詩
碑
」に
ち
な
み
、
カ
タ
ツ
ム
リ

の
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
ま
す
。
南
吉

記
念
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
登
場
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課（
緯

〈

〉２
２
０
４
）

７１４
月

日
松
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ

２８

フ
ェ
南
吉
館
オ
ー
プ
ン

実
際
に
南
吉
が
通
っ
た
と
さ
れ
る

御
幸
商
店
街
の
喫
茶
店
を
昭
和
初
期

風
に
改
装
し
ま
す
。
店
で
は
、「
安
城

時
代
」の
南
吉
や
執
筆
作
品
な
ど
を

紹
介
。
ま
た
、
定
期
朗
読
会
を
開
催

し
、
訪
れ
る
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解

説
を
し
ま
す
。
学
校
給
食
で
話
題
と

な
っ
た
「
南
吉
か
ら
の
お
く
り
も
の

（
き
つ
ね
ク
ッ
キ
ー
）」な
ど
の
南
吉

グ
ッ
ズ
も
販
売
。
南
吉
を
よ
り
深
く

知
る
た
め
の
拠
点
を
目
指
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ

御
幸
本
町

－１４

１３

●
営
業
時
間

午
前
８
時
～
午
後
６

時（
原
則
捷
を
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ

商
工
課（
緯〈

〉
７１

２
２
３
５
）

南
吉
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座主

に
新
美
南
吉
作
品
を
朗
読
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
せ
ん
か
。
講

座
終
了
後
は
、
南
吉
館
で
定
期
朗
読

会
を
開
催
。
ま
た
、
図
書
館
登
録
の

ほ
か
の
読
書
グ
ル
ー
プ
な
ど
と
交
流

し
ま
す
。

●
と
き

４
月

日
松
・

日
松
、

２１

２８

５
月

日
松
・

日
松
・

日
松
、

１２

１９

２６

６
月
９
日
松
午
前

時
～

時

分

１０

１１

３０

※
４
月

日
は
午
前

時
～
午
後
４

２８

１０

時
。

●
と
こ
ろ

中
央
図
書
館

※
４
月

日
は
南
吉
館
ほ
か
。

２８

●
定
員

人（
先
着
順
）

３０

●
申
し
込
み

４
月
５
日
昭
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
中
央
図
書
館（
緯

〈

〉６
１
１
１
）へ

７６あ
ん
く
る
バ
ス
が
新
美
南
吉
仕

様
に４

月
１
日

掌
か
ら
、
循

環
線
を
は
じ

め
全
路
線
の

バ
ス
が
新
美

南
吉
仕
様
に

模
様
替
え
し

ま
す
。

■
南
吉
仕
様

バ
ス
と
一
緒

に
写
真
を
撮

り
ま
せ
ん

か
？

●
と
き

４
月

日
松
・

日
掌
午

２１

２２

前
９
時
～
午
後
４
時

分
３０

●
と
こ
ろ

堀
内
公
園

●
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課（
緯

〈

〉２
２
４
３
）

７１新
美
南
吉
童
話
の
イ
メ
ー
ジ
が

ひ
ろ
が
り
ま
す

昨
年
、
Ｊ
Ｒ
安
城
駅
前
商
店
街
に

完
成
し
、
大
好
評
の
「
南
吉
ウ
オ
ー

ル
ペ
イ
ン
ト
」。今
年
は
、
商
店
街
の

ほ
か
公
共
施
設
の
壁
面
に
も
、
南
吉

童
話
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
絵
を
描
き
ま

す
。
ま
た
、
駅
前
に
整
備
す
る
歩
道

に
は
、
南
吉
と
安
城
の
関
わ
り
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
修
景
施
設
を
設
置
し
て

い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課（
緯

〈

〉２
２
０
４
）、南
明
治
整
備
課

７１
（
緯〈

〉２
２
４
５
）

７１

広報あんじょう 2012.4.1牙

■問諮企画政策課（緯〈７１〉２２０４）

完成イメー完成イメージジ


